
農地を見直そう
プラス

知
っ
て
い
ま
す
か
、農
地
の
働
き

知
っ
て
い
ま
す
か
、農
地
の
働
き

農地は食料を生産するだけでなく、自然環境の保全、
美しい景観の形成、水害の防止などの機能を持ち、私
たちにさまざまな恵みを与えてくれます。しかし、近年
の農業の低迷などで、農家の戸数が減少し、作付けさ
れていない農地が目立っています。私たちの生活に
とって恵みや安らぎを与えてくれる農地を、今一度見
直し、直接触れあう機会を持ってみませんか。

農地の働き

年々、減少をたどる
農家戸数

市民の皆さんとともに農地を保全
市では遊休化している農地などを対象に市民

菜園開設を支援し、健康づくりや、生きがいづく
りを図りながら、農地の有効利用を進めています
（6月現在、市の市民菜園は15カ所、民営の市民
菜園は11カ所になりました）。一部の菜園では収
穫祭なども行われています。
また、地元農畜産物を利用した農業体験や調
理実習に必要な費用などを補助し、食育や地産地消を進めています。
一方、新規就農者や農業参入する企業にも補助金制度を設け、新たな農業の担い手に

よる農地の活用を支援しています。
●市民菜園の設置状況や農業体験の補助金については、農水振興課（☎３５４-８１８０）へ

環境保全
保水

洪水の
防止

これからの季節は台風などの大雨により、刈り草や稲わらなどが
水路に詰まり水害の原因となることがあります。収穫後は速やかに
すき込むか、排水口にネットなどを設置し、水路に流出するのを防い
でいただきますようご協力お願いします。

市民菜園での収穫祭

（平成17年以降は楠町分を含む）
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■市内の農家戸数の推移
農家＝経営耕地面積が10a以上、または10a

未満でも農産物販売年額15万円以上
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正確で迅速な情報収集や情報発信が大切
です。市では防災行政無線（市民の皆さんに
はスピーカー、サイレン
でお知らせ）の更新や
東日本大震災の際に
有効性が確認された
衛星携帯電話の導入
などを行っています。

災
害
に
強
い
ま
ち
、四
日
市
を
目
指
し
て

地域防災力の強化

津波を想定した防災対策の見直し

情報伝達手段の強化

　災害時に市ではさまざまな手段を使って情報伝
達を行いますが、市民の皆さんに確実に情報が伝
わるように、次のことにご協力ください。
●サイレンが聞こえたら、すぐにCTYなどのテレ
ビ、FMよっかいちなどのラジオ（停電時でも使
えます）をつけてください
●「あんしん防災ねっと」などにより携帯電話のメー
ルで情報が届いたら、周りの人に伝えてください

※災害時に市では災害対策本部を設置します。通報などは
災害対策本部（☎354-5234）までお願いします

津波災害の際の避難は「早く、遠く、高く」が基本ですが、体が不自由などの
理由で避難が困難な人のための緊急避難場所として、津波避難ビルの指定
を進めています（7月9日現在、88棟）　
沿岸部の小中学校6校（富洲原、塩浜、楠地区の各小中学校）には、避難場所
としての機能を充実させるため、屋外階段や屋上手すりの設置のほか、自家
発電設備の設置を進めています

津波避難ビルの指定

小中学校の
避難設備の整備

市民の皆さんへお願い
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衛星可搬式電話（写真右）・
衛星携帯電話（同左）

自分の身を守ることから始まる防災

防災
リーダー

市民総ぐるみ総合防災訓練

「市街地訓練」を
開催します（下野地区）

防災関連機関や地域住民による大地震の発生を想定した住
民避難、避難所運営、救出救護、火災防御活動、水防訓練など
の防災訓練で、一般の人も見学できます
日時 8月26日（日）9：0０～１2：0０　場所 下野小学校
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